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日付 行程 報告内容

2008/8/26(火） 成田空港 成田空港は、１年振りくらいに来た。しかも第２ターミナルとなると、２年以上振りだ。

空港内のショッピングセンターも含めて、様変わりしていた。

東方航空のチェックインカウンターがＢカウンターで行なわれていた。長蛇の列に

並び、チェックインを済ませる。少し腹ごしらえをしたく、ショッピングセンターをうろ

つくが、チェックインに時間が掛かり、そのまま、出国審査をした。

手荷物検査・出国審査が厳しくなったと聞いたが、それほど、時間は掛からなかっ

た。免税店を少しぶらつき、搭乗ゲートへ向かう。MU522の搭乗ゲートは一番奥の

88番であった。空港内のシャトルバスに乗り、一番奥のゲートで待つ。

搭乗が始まったのは、２０分前で、搭乗券確認の際、パスポートが必要である。注意

が必要だ。前までは搭乗券だけでよかった。

機内にて 機内では、水平飛行になると、ドリンクとピーナッツが配られた。私はコカコーラを飲

んだ。氷を入れてもらったが、すぐに溶けてしまうほど、小さい氷が一つだけ入って

いた。その後、食事が運ばれてきた。とりあえず、「ジャパニーズ　フーズ　OK　?」と

聞かれ、「YES」と答えてしまったが、魚か肉を選択できる。

魚を頼んだ私は「うなぎ」のご飯とそば、デザートがあり、そばが大変おいしかった。

お腹がすいていただけに、全部たいらげてしまった。少し疲れて、寝てしまう。

上海空港 上海へは約３時間のフライト、あっという間に着いた感覚であった。

飛行機を降りると、「西安・西安」と空港職員がおり、ゲートすぐの横道から永遠と歩

き、特別の入国審査場から入国手続きをする。その後、国内線のチェックインカウン

ターで乗り継ぎの手続きをする。同便でもあっても、機材が変更になるため、このよう

な手続きが必要であるので、注意が必要だ。

上海で、次の便に乗るまで、時間があったので、空港を散策。国内線の出発ロビー

は浦東空港だからだろうか。少し散々としていた。喫煙者の私にとっては、喫煙でき

る場所を探した。トイレの前にあり、中に入ると、壁に打ち付けられていたライターが

とても新鮮に感じた。

機内にて 国内線は狭く、小さく感じた。水平飛行になると、ランチＢＯＸとドリンクが配られた。

ランチBOXをあけると、パンが３個、漬物が１個、ケーキといえるかわからないが、

それが１個入っていた。２時間２０分のフライトで、ようやく西安に到着する。

荷物を受け取り、出口へでると、陝西省の観光局及びガイドの出向かえを受ける。

空港から 空港からホテルへ移動。深夜のため、スムーズに市内まで行く。約１時間くらいで、

本日、宿泊する「西安長安キャッスルホテル」に到着。チェックインは済ませてある

との事で、すぐに部屋に入る。

ホテル 私は長年、旅行業に携わっているからか、部屋に入るとすぐに部屋を写真を撮る。

現在も改装中とのことで、少しペンキの匂いが気になったが、改装したこともあって

綺麗な部屋であった。アメニティーも充実しており、お勧めできるホテルと言える。

場所は西安の城壁内ではないが、部屋によっては、西安の城壁が展望できる場所

である。元ANAホテルということもあり、日本語が多少通じるのもお勧めできる一つ

であると思う。

振り返って いよいよ中国視察研修旅行の始まりだ。今回の主旨は、今年の５月１２日四川省に

て、大震災が起き、大きな被害を与えた被災地を復興させるために、日本として、

支援をするために、観光復興支援が望ましいのではないかと考え、そのため、現地

を視察して、観光客を増やすことが目的である。

私も１０年振りの中国訪問で、これから視察・観光する様々な土地にて、一つでも

新しい発見をし、今後の業務に役立てるようにしていきたいと思います。

明日は、６：00（モーニングコール）、8：00（出発）です。現在、深夜現地時間で、

２：３０です。早く眠りたい。

　　充実した室内とアメニティーグッズ。。

　　出発を待つ、MU522

　　浦東空港にて出発を待つ

　　出発を待つMU522,機材が変わる。

　　ようやく西安に到着。お出迎えの方々。
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日付 行程 報告内容

２００８/０８/２７(水） ホテル おはようございます。モーニングコールの３０分前に起きました。これから、荷物を

まとめて、朝食を取ります。本日は、協会からのお願いで、「加油、中国」のTシャツ

を着用します。さて、朝食はバイキング形式です。日本食も充実しておりました。

チェックアウトも日本語ででき、スムーズです。

出発まで少し時間がありましたので、外に出ましたが、埃っぽく、空気が悪かった。

以前、同じ西安に来たときと同じ空気だった。やはり、市内だけあり、車の量も多い

のが原因かなと感じた。

漢中へ 本日は、三国志ゆかりの土地へ行きます。

漢中しは、秦嶺山脈に取り囲まれた街。これまでは、漢中までは、車で８時間を

要していた、不便な街であったが、昨年１０月に西安と漢中を結ぶ、高速道路が

開通し、それでも３時間３０分以上かかるが、便利になったと事。

漢中に入るまえに、洋県の朱鷺保護基地にて朱鷺の見学をする。

バス３台がパトカーを先導にし、出発をしました。高速にしばらくは平野を走って

いたが、徐々に登りがきつくなってくると、高い山々が見えてきました。長い登道

をバスは進んでいきます。この高速は、トンネルと橋でできた高速との事、当初の

開通予定が大幅に遅れたと言うことでした。この険しい道を見て、開通が遅れて

も仕方ないと納得するくらい、山中を高速が続いておりました。

パーキング 高速に入り、2時間くらいで、バスはある山中のパーキングエリアに到着した。

エリア 高速も新しいければ、パーキングエリアも新しく、この山中に似合わない建物に

感じた。お手洗いも綺麗に清掃されており、抵抗のある日本人でも受け入れら

れると思います。パーキングエリアは漢中に物を運ぶトラックでいっぱいだ。

併せて、観光のスポットなのか、彫刻もあり、中国のスケールの大きさを感じた。

洋県へ パーキングエリアを出ると、今度は、長い下りが続いた。パスは下りにも関わら

ず、かなりのスピードを上げて走行しておりました。正直、カーブで曲がり切れ

なければ、ガードレールが低いため、川底へ落ちることになるので、ドライバー

さんの気遣いが必要かなと感じた。

山を下り切ると、畑が目立ってきた、いよいよ洋県へ到着した。

当初の予定では、朱鷺を見て、昼食だったが、高速での所要時間が予想以上

にかって、昼食が先となる。

昼食 中国到着してのランチです。やはり丸テーブルに回転テーブルが着いて、これぞ

（白雲会館） 中国を感じた。味は普通で、中国料理を堪能しました。

ここで、各号車のガイドの紹介等があり、同テーブルの方々と話しながら、名刺交

換したりと少し和んだ。

昼食を５０分くらいで済ませて、朱鷺保護基地へ向かう。

洋県は本当に田舎町で、各家庭で収穫したトウモロコシを軒先で干している風景

が多くみられた。中心地はお店がありましたが、大きくはない町の印象です。

朱鷺保護基地 洋県は朱鷺が多い街として有名であり、絶滅保護動物である朱鷺の繁殖に成功

した数少ない保護基地である。施設内は繁殖させるための檻がいくつもあり、

雄雌の朱鷺を同時に入れて、繁殖させている。生まれた朱鷺を育て、大きくなる

と自然に帰すための訓練をするため、大きな網に囲まれた施設で、飼育される事

となる。既に多くの朱鷺を自然に帰しているという。ただ、中々、観光客が来ないと

いう現状で、朱鷺を飼育するための費用がまかえないという。

武侯墓 洋県を離れ、本日のメイン視察、諸葛孔明にゆかりのある勉県へ移動。

武侯墓は諸葛孔明は眠るお墓です。西暦紀元234年に、諸葛孔明は病気となり、

本人の遺言に従い、ここに埋葬したとのことです。

あの三国時代の有名な政治家と軍事家であった諸葛孔明がここに眠っていると

聞き、西安から時間を掛けて、訪れることができ、大変うれしく感じた。

武侯祠 続いて、車で３０分くらいで、諸葛孔明の祠です。ここは、皇帝により、建造された

祠です。ちなみに武侯祠は中国国内（９箇所）に存在している。その中でも最も

古い武侯祠です。

施設中で関心をしたのが、「早蓮」の木です。この花が満開のときに訪れると、１年

間幸せになるとの言い伝えがあるそうです。８月頃からつぼみになりますが、咲くの

は、来年の五月くらいとの事。後、このあたりは、ミツバチが多かった。

漢中市博物館 いよいよ、漢中市内へ、武侯祠、武侯墓のある、この勉県から、約１時間半で、市内

へ、市内は帰宅ラッシュの時間帯、車が多くにぎやかであった。

市内にある、漢中博物館では、世界最古の人口トンネルという「石門十三品」が展示

されており、全ての石に字が書かれていることに、中国の歴史を感じました。
　武侯祠。

　↑、パーキングエリアの建物。↓、彫刻

　昼食会場へ向かう、一行。

　飼育されている朱鷺。

　諸葛孔明が眠る、武侯墓。

　朝食が食べれるレストラン。

　ホテルの概観、大雁塔をイメージしている。



日付 行程 報告内容

２００８/０８/２７(水） 夕食 本日は、漢中市内の「漢中紅葉大酒店」での宿泊となります。

当初の予定より、１時間３０分は遅れての到着。

早速部屋に入るなり、写真撮影。

漢中の中で一番良いホテルというガイドの説明を聞き、期待していましたが、ここは

中国であったことを忘れていました。その後、夕食のため、４階の宴会場へ、この日

は漢中市政府の招待の宴と称したパーティーのため、開演前に記者会見が開かれ

た。開演前に漢中政府代表と日本代表の挨拶があり、観光事業の成功のために、

お互いの情報交換をしていこうとの事でした。

その後、食事をしながら、デイナーショーを鑑賞しました。

ホテル 漢中紅葉大酒店は、漢中の一番良いホテルとのこと。大体４ッ星クラスです。

英語もあまり通じません。日本語は尚更です。ビジネス渡航で来られるケースは、

少ないかと思いますが、観光で組む場合は、あまりランクを落とさない方が懸命

かもしれません。市内にあり、移動に関しては便利かと思います。

振り返って 睡眠時間、6時間でバス移動は結構辛いものがあった。高速とはいえ、山道を越え

て行くには、時間の余裕が必要だ。ツアーを組んでいく場合は、要注意だ。

とはいえ、諸葛孔明のゆかりのある街で、途中では朱鷺の観察。日本ではなかなか

見ることができない朱鷺だけに、間近で見れたのは、やはり中国であるからであろう

か。これまでの所要時間がかかる漢中は、やはり高速ができて、更なる観光事業に

力を注ぎたいところであろう。そのことが、十分伝わった感がある。

ちょっと気になる・・・

下の写真は、ホテルの部屋から見た、漢中市内の風景。なんとプールがありました。

それは、プールなんてどこにでもあるかとおもいますが、この撮影時間は、19：30を

過ぎておりますが、子供達の「キャー・キャー」騒ぐ声が聞こえました。こんな遅くま

で、営業しているの？それとも勝手に入っているの？それとも自宅のプール？

いろいろ想像してしまいました。

ちょっといい話・・・

武侯祠でも触れた「早蓮」の話は、本当に神秘的な気持ちとなった。

できれば、咲く頃にまた訪れたいと、このときは正直、思いました。

↑が武侯祠で述べた「早蓮」の蕾。

見づらいとは思いますが白いの蕾。

→「早蓮」の花だそうです。壁にある

この写真しかなかった。それは綺麗

だとの事です。

　ホテルの部屋の洗面台。

　本日のお気に入り写真

　武侯祠にて、奥は本堂。

　西安市内の朝の通勤風景。

　漢中紅葉大酒店の部屋。

　漢中市人民政府代表と日本代表

　漢中市からの歓迎のディナーショー。

　ホテル（漢中紅葉大酒店）の概観。


